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第　25　章　災害お声び事故

瓢5　　災書及び事微

（1）農　業　被　育

1．水　窮　糠　亨

大阪府の昭和32年産の水稲は、1．昭和カ年・31年に続く3年連続の豊作といわれてい否が・その反面被害も大きく・

掛こ、いもち病、風水害によるものがめだっている。

台風第5号は、植付け直後に襲来し・豪雨をともなったため・大阪市・泉北地域・中河内地域などの冠水地帯や改植

地帯では、その後、虻膏がフ～10日程度遅れ絵美程度が低下した。また1台風軌0号による風害のため・出穂直前か

ら出穂初期、開花期にあったものが変色し、登熟不良により不抜粒の増加がめだったb　▼

なお、台風等5号と豪雨によって生育が遅れたところへ・9月初旬からは気温が迅Oc・以下に低下したため・花塞

障害による稔実不能、登熟不良など、近年・めずらしい冷害を受けた0

また、いもち病は、平年は主として山間部に発生したのであるが、本年は、掛こ平たん部に多く発生し・なかでも・

前作そ菜地帯やち。薫過多の地帯（料こ三島地臥北河内地域）では9月下旬から急鰍こ発生し・完全自痕や豊熟不

長となり、被害按数歩合もきもめて高かった0

そのほか、二化めい虫は、一化期には平年よりも相当多く発生したが・二化期には防除がゆきとといたために・局

部的に相当の発生をみただけで、被害の程度は平年なみであった。

作付面軌こ対する被害面綴率お養び被害率は、つ首のとおりである。

大阪市域三島地域豊能地域　泉北地域泉南地域南河内地域中河内地域‾北河内地竣府　計

被害面積率14a2％1弧6％159・0％15⊥8％194・8％1弧9％　2凪5％1356％161・9％

被害率11．8％19．6ヲ‘1a4％・1孔8％150％　1年1％　2ユ3％、145％　－la6％

乙　彙　　　轍　　　書

麦類の被害では、干害と赤かび掛こよるものがめだっている。

干害では、播種当時から最高分けつ期ごろまでの干ばつのため、発芽不能一・発芽不良・生育不良などの障害をうけ・

成熟期における有効棟数着枚数が平年に比して低く・例年にない大きな被害であった0掛こ・大麦はその大半を作

付している北河内地域の丘凌地帯で局部的な発生をみたD

赤かび掛ま、5月下旬ごろから発生し始め、急軌こ各地で大発生したが・生育時期が糊熟期から黄熟期であったわ

め、急激に発生したわりに被害は比較的軽かった。

その他の被害では、施用された肥料の吸収が干害のために抑止されていたのであるが・その後の気象の回復によっ

て、肥料の効果が急激にあらわれたために、ちっ菜過多の傾向となり、月渋病の大発生が予想されたが・平年よりも

やや多い置匿にとどまった。

（2）火

火災は、戦後毎年増加の一途をたどり、国家消防本部や各自治体消防においても火災によるはく大な損害を防止す

るために、年々高性能の秩械力を増加し、また消防施設の射ヒにもつとめているが、火災の増加はとまるところを知

贅書棚　聖1・．盲・

－■・ミ　らない現状である○府下における最近5カ年の火災を比披しても・その著しい増加が目につくが・ことに火気の取扱

一一一一、い不注意による火災の発生が多く、毎年、火災総数の2書虹も達している事は最も注意すべき点である。

府下において昭和刀年中に発生した火災総凱ま2弘2件で、昨年に比し1盟件鼠6％の増加で・昭和乃年に比べると

駄件の驚くべき増加となっている。扱者執ま1朗訟刀万円で昨年より82％滅、焼失坪数は建物3刃1飢坪で6・8％減

山林原軌ま1269812坪で⊥1％の増加、死者罪名ZL7％凋L傷者5襲名でn・‾4％の増加となっている。これは毎日府

下の＿どこかで7件の火災が発生し・16名の死傷者を出し・損害掛ま493万8千円にもおよんでいるわけであり・また毎

日艶坪の建物と卦蛤坪の山林原野を灰にしたことにもたる。次に出火の原因では使用火の不始末が知2件で全体の刀％

－を占め、第1位で、ついで油類が434件で17％（掛こ車両等のガソリン引火が約半数の210件もある。）電気関係が一

茶5件14％、マブチ、たばこの吸から関係が認3件の順となっている0最近電気屋具の使用が多くなってきたため・電

凱漏電・ショ．－トなどを原因とする火災がふえてきており・また使用火の不始末では石油こんろ・たき火・取払

かまどの願となっており、日常生活に関係したものの増加する傾向が見られる。

（3）交　通　事　故

昭和詔年中に発生した交通事故は、31年の6835件に比し7臨件と14．9％の増加を示している0このうち死都ま31

∧　年のⅨ刀人に対し鋤人と刀．8％の増加、負傷者は31年の7ま〉2人に対は102人とu・0％の増加であり、また交通事掛■こ

－　よる物的損害額も31年と脚部同額の1億3646万円となっている0■これは一面・31年から新しく施行された自動車頗

－【■一書賠但保障法が逐次徹底し、従来の潜在事故が表面化してきたことにもよるが・やはり交通量に比例して全般的に事

′ニラ二故が増加したものといえよう○

この結果より府下・こおいては毎日平均21．5件の交通事故が起り、これにより1．6人の死者とZ詑人の負傷者を出して

一一．・．．▲裏、阜こ卓なる0なお事故のうち悪質なひき逃げ事故が最近喝和してきたのは注射こあたいする。

昭和お年中に発生した785件の自動車事故のうち乱9％にあたる64刀件は自動車を罪一原因とするもので、車種

別では小型三輪貨物自動車の33．2％、軽自動車19．6％、普通貨物自動車の16．4％、小型四輪乗用車の15・7％が主なも

のである。また法晩連反別では速度関係違反の刃．3％、操縦関係違反の15．6％」前方注視関係違反のu・4％・無

・資格運転の9．8％が主なものである。自動車以外の事故では原動横付自転車の8刀件氾5％、自転車の詣6件a6％、人

の2止件2．6％等がそれぞれ第一原因としてあげられるが、原動根付自転車の法規違反では、おおむね自動車と同率傾

；．＿＝　向を示し、自転車事故では、踏切不注意が首位を占め・乗り横臥他車の直前菖後横断の願である0人の事故では、

∴車の直前直後検断が首位を占め、次いで踏切不注意・路上遊戯の瞑となる0またタクシーの事故の発生率は100台当

り18．1件で他の乗用自動車3．3件にくらべ非常に高率を示しているが、前年度比では100台当りも5件の減少を示し、

運転がより慎重になったことをものがたっている。
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木酢こおいて昭和刀年に交通警察の年間運営計南として大阪府交通安全推進安納を定め、いろいろの施策を推進し

ているが、昭和詔年の運営方針は次のようになっている。危険と渋滞がますます深刻の度を加えつつある交通事情に

てらし、積極的に広報活動を展開して府民の啓発に努めるとともに、特に街頭における交通取締りの強化・その方法

の適正効率化、恵賓者の処分を強化して処分効果を図り、また一面、関係観閲に要請して混雑地帯の街路構造の改善、

都市計画道路の進ちよく、街路照明設備の充実を促進し、これらの地域に合理的な交通規制を加えて交通流動を調整

し、都市交通の混雑の緩和と事故防止に努力している。
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実収萬裏査時（収穫期）における被害調査の結果に上り作成されたものである。
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鯵
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右
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進
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不
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追
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道
連
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折
折
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左
右
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燈
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彗嗣坪　大反貯警察本部「飢32年警当流計義」○（王墓）

ほ　　災書書及　雷故

第4表　　　交　通　事　故原　因　別　件　数
本表は昭和記年度中の数字である。

動
付
転

原
後
日
車

軽
自
動
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板書を受けた

損害を与
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憐
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総　　　　　数
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待　　合　‾人
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その他の人

物件その他

旺）　紺　大阪府肇察本部「旺秤秤2年嘗寮統計書」0

第5養　　　交通事故法規違反人別件数
本葬は昭和32年度中の数字である。

紳　大輔本書B r脇和32年∃■媒統計雷」。（ロ三）
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の数字である。
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本妻は昭和32年中
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第10喪 労　　　働　　　災　　　害

本兼は労蝿基準法線行親恥離式幕払号のl及びZの労働著死傷者鞭善書に上った疇和㍊年中

の数字である。この表には業務外の負傷及び疾病並びに業務上の疾病中、けい肝、鉛中毒等

粟生期日の明らかでない職業性疾患、または食中毒及び急性伝染病は含まれていない．

総　　　　　　数
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狙

年

菓
　
兼
業
芙

ス　　　業

電　　　気　　　業

水　　　道　　　業

化　学　工　業

窯業または土石工業

一、一農村または本葬晶工業

紡　織　工　菓
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